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歌で習う「国語」 : 植民地期朝鮮における唱歌と
言語教育
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のアルファベットを初めて習うという事実を思い起こすだけ すぐ納得 いくことであるが、こうした経験主義的な観点 らのみならず、多様な実験などを通し 理論的にも長 論じられてきた。言語教育における歌の効用性 追究する研究は、歌が音楽 特性ととも
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歌で習う「国語」




































究されてきた「国字」としての「国語」と唱歌としての「国歌」を、相互補完的な関係として把握 た は長志珠絵である。長は西欧近代言語学を日本に持ちこんで「国 」 理念を確立した上田万年にとって「 『国語』の成立とはナショナルなものである 同時 、音
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するものとしての「国語」教育 唱歌教育と 結合は植民地朝鮮にも見られる みならず、より一層強力に作動していたのである それは、母語としての朝鮮語が「国語」としての日本語に従属され植民地の二重言語状態 下で、非母 としての「国語」である日本語の学習において、唱歌は日本語習得の手段であると同時に、植民地化のための同化のイデオロギーそのものでもあったからに他なない。 「国語」習得と密接に結び付けられた唱歌教育 植民地
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の知識人たちの反応は大きく二つに分かれて た。一つは、アリラン打令、寧辺歌などの俗歌の自生的共同性を生かしそこに国家的な課題を盛り込んで啓蒙に活用 ようという動き ある。メロディーは生かして歌詞を替える、当時『大韓毎日申報』を中心 て活発に展開された替え歌運動がそれであ 俗歌の内容を改革し 新思想を注入しようという申采浩
（シン・チェホ、一八八〇～一九三六）








































言」の冒頭であり、伊沢自身によって書かれたものである。 こで伊沢は小学教育における徳性涵養の重要性を主張し音楽によ 風化の効用を挙げている。すなわち、唱歌とは、理念上は儒教 伝統的な礼楽観を受け継いだもの あった。張の主張以降の唱歌をめぐる
言説がほとんど伊沢のこうした唱歌観に基づいているのは、それが西洋のメロディーをほとんどそのまま借用しているにもかかわらず、東洋の儒教的音楽観を援用しており、いわば片足を深く伝統的な普遍世界に置いていた点に共感を覚えたことによる可能性が高い。それは前掲の劉銓の文章からも確認できる。劉銓は、 「米国は独立思想と愛国心がすべて音楽の能力だといって、国民教育に音楽を最も必要な科目」としているため、 「これを倣う者が多く、我が国も（中略）
文明列邦で流行する楽器楽書を輸入し、古代聖賢の使用し
た楽器楽典を参酌・教授することで同胞の愛国心と活動力を感発し国勢を挽回し思想を高尚にすることを希望」する 述べ、独立精神と愛 心からなる国民精神を振作させる効能を持った音楽 新たに作るためには欧米の音楽の輸入は勿論、中国 聖賢 礼 思想も斟酌しなければならないと説いたのである。　
そして、音楽と人間の気質の間の関係を「長音階は文明列強で普




















































「排日の文字」をとり除いた唱歌集を通して朝鮮内のすべての学校の音を規範化し統一するところにあったのである。この唱歌集の「例言」には「本書は普通学校、師範学校、高等学校其他一般の諸学校で教授する目的で編纂」したとある。そ 外にも「学校で教授するのみならず、家庭で使用することも」可能だと述べ れており、学校の場を越える唱歌の歌としての伝播性 念頭に置いている。　
ところが、植民地期に唱歌の権威を決めたのは何よりも大日本帝

































目標にする朝鮮教育令を公布し、 を言語的・文化的・思想的に「日本人化」 て忠君愛国の心性を養おうとす 同化政策 推進した。そして日本語は国民精神の精髄 ある「国語」として普通学校の教育で最も比重が置かれて学生 ちに強制された。唱 は第一次朝鮮教育令期
（一九一一～一九二二）
までは選択科目であったが、


















































使用時期　 　（（（0 ～ 　（（（（ ～ 　（（（0 ～ 　（（（（ ～ 　（（（（ ～ 　（（（（ ～
ハングル曲数／全曲数
　　　　
一年 （（ ／ （（ （ ／ （（ （ ／ （0 （ ／ （0 0 ／ （（ 0 ／ （（
二年 0 ／ （（ （ ／ （0 0 ／ （（ 0 ／ （（
三年 0 ／ （（ （ ／ （0 0 ／ （（ 0 ／ （（
四年 0 ／ （（ （ ／ （0 0 ／ （（ 0 ／ （（
五年 （ ／ （0 0 ／ （（ 0 ／ （（
六年 （ ／ （0 0 ／ （（ 0 ／ （（
儀式唱歌数
　
一年 （ ） 0 （（ （ ）
二年 0 （ ～） （ ） 0 （  ～ 、




三年 （ ～） 0 （ ～）
四年 （ ～） 0 （ ～）
五年 0 （ ～）
































徴的な唱歌であった。 かも 三七 の 中戦争をきっかけに突入した戦時体制に合わせて「忠良 る皇国臣民の育成」 目標改正された第三次朝鮮教育令
（一九三八）
以降になると、朝鮮語が


































































丸ノ旗〉 〈モモタロウ〉 〈サクラ〉 〈花咲爺〉 〈時計〉 〈富士山〉 〈春が来た〉 〈子馬〉 〈田植〉 〈あさがお〉 〈菊〉などの一三曲は『普通学校国語読本』
（一九一二～五）
から歌詞を採ったか関係のある曲であり、
〈正直〉 〈二宮金次郎〉 〈職業〉 〈勤倹〉などの四曲は『普通学校修身書』
（一九一四）


















唱歌を翻訳し ものである朝鮮語唱歌と第一次『朝鮮語読本』との間の関連性は見受けられない反面、特に「国語」科との関連が密接なのである。このことは 唱歌集 日本語音 訓練のみならず唱歌の斉唱を通して音 共同性を演出し児童の脳裏に共通の「国語」像を植え付ける役割を担ってい が推測される。　
この推測は、一九一五年に総督府で『羅馬字新編唱歌集』が刊行







































に児童の純粋性を育てるための話や歌を創作して世に広めようとした童謡運動であった。この運動は学校唱 が抑圧・排除した伝承童謡・民謡 も関心を向け、 れらの伝統を受け継いで日本国民音楽を創造しようという動きにもつながっていった。 かも、こ 運動は朝鮮の子供のための朝鮮語 希求し た当時の朝鮮にも多大な影響 及ぼし、朝鮮の知識人たちに
（伝承）
童謡や民謡の蒐









歌」の動きに対し、完全に新しい方式 よ 新しい唱歌集の発行を推進することで民間 中心とし 動きを吸収・統合 ようとした。すなわち、 『普通学校補充唱歌集』
（一九二六）
の歌詞懸賞募集に朝









連の題材も相変らず含まれているものの 朝鮮的なものを範疇化して整理しようとする意図が見うけられる。 『官報』に提示された採用数は表２ であ 。　
表３は懸賞募集で採用された曲中に実際に新しい唱歌集に収載さ






















































































































ら」の強制を、まるで募集の結果による自然なもの して装うための装置に過ぎなかったといわざるをえない。唱歌集の「緒言」に「本書ハソノ編纂ニ当リ、皇国臣民タルノ情調涵養ニ適切ナル唱歌ノ採択ニ留意セリ」と記されているように、採用曲以外の収録曲にもこのような傾向は著 い。また、従来の学校唱歌集に比べて朝鮮にかかわる内容の唱歌がほとんど載 ない反面 〈揚子江〉 〈北満の野〉 〈万里の長城〉などの中国大陸を題材に た曲 目立つようになったの 大陸侵略という国策を唱歌に って児童 ちの脳裏に焼き付けようとしたことが窺える。　
一九四一年に発刊された五学年用と六学年用の『初等唱歌』は、
同じ年に公布された国民学校令に基づき 科が「芸能科音楽」変わるなどの急変する教育改編の中で、懸賞募集の形は取れなかたものとみられる。この時期からは音楽教授にお て歌唱 鑑賞の基礎になる発音と聴音の訓練が特に強調され になった。それは音楽科が総力戦体制下 軍事訓練の補完機能とみなされたことと関連がある。総督府が時局の変化によ 材の改編のため 発行し
が廃止された関係で日本人児童も応募に参加した点、すべての歌詞が日本語である点、そして「第一学年用は春、私は、一年生」などのように応募段階で題目を限定した点 において『補充唱歌集』のそれとはか り異なっいるといえる。　
表４からわかるように、ほぼ同数の
朝鮮人児童と日本人児童 日本語歌詞が採用されて 。そしてそ 歌詞の内容は、例えば三学年用の採用曲〈栗ひろひ〉に「茶色の大きなこ 栗で／晩にはおいしい栗ごはん／軍歌うたつ
表4　採用者の民族別数
採用曲数 朝鮮人 日本人
一学年 　　 （ 　　 （ 　　 （
二学年 　　 （ 　　 （ 　　 （
三学年 　　 （ 　　 （ 　　 （
四学年 　　 （ 　　 （ 　　 （




















































































































































































































































































































































































































大体において現在中流社会で使われるソウル語とする」とあるため、朝鮮語学会でも共有された方針 あった。むしろ新しい音声メディアであるレコードを通して標準語の劇的な浸透を図 う したという点では、教育レコードの試みは朝鮮語学会の意思が積極的に投影されたものともいえよう。　
しかし、鄭寅燮にとり教育レコードが重要な意味をもつ理由はも






































味では世界各地に離散している朝鮮民族の紐帯を強固にし民族意識を涵養する核心として朝鮮語 捉え 民族主義 裏付けられたものと理解 こともできる。 かしこの文章 お て鄭寅燮は朝鮮民族に り朝鮮語とはいかな 存在なのかについては徹底的に口をつぐんでいる。これを日本語を日本人の精神的な血液で 体を維持する中心と捉えた上田万年が確信に満ちて「一朝
（戦勝の）
慶報




てみれば、言語認識における明白な温度差があることがわかる。鄭寅燮の志向は あくまでも国体を象徴する「国語」としての日本語を核心に置いた植民地朝鮮の言語秩序の下位体系としての範囲を逸脱しない限りにおいて朝鮮 の統一と順化による豊かなコミュニケーションの確保 あっ といえる。　
ところが、朝鮮語が帝国の言語秩序が及ぶ範囲を通り越して外に
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 彼ら （子供） には私たちの
歌もない。尹克栄よ、子供に与える歌を作りなさい」と篤励され、
童謡運動に加わることになったと述べている
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